
日
本
自
動
車
機
械
工
具
協
会

（
柳
田
昌
宏
会
長
）
は
5
月
�

〜
�
日
、「
第
�
回
オ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
シ
ョ
ー
2
0
1
9
」
を
開

催
す
る
。
今
回
は
会
場
を
現
在

建
設
中
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

青
海
展
示
棟
（
東
京
都
江
東

区
）
に
移
す
。
テ
ー
マ
は
「
次

世
代
へ

変
わ
る
ク
ル
マ
と
自

動
車
整
備
」。自
動
車
業
界
は
1

0
0
年
に
1
度
と
い
わ
れ
る
変

革
期
を
迎
え
る
中
、
整
備
業
界

も
先
進
安
全
装
置
や
電
動
化
と

い
っ
た
新
技
術
の
対
応
に
加

え
、
整
備
作
業
の
効
率
化
・
省

力
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
決
す
べ
く
、
最
新
の
整

備
機
器
・
工
具
が
一
堂
に
会
す

る
実
演
展
示
会
を
通
じ
、
将
来

の
自
動
車
整
備
の
あ
り
方
を
提

示
す
る
考
え
だ
。

オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ
ー
は

国
内
最
大
の
自
動
車
検
査
・
整

備
関
連
機
器
の
実
演
展
示
会
。

機
工
協
が
発
足
し
て
間
も
な
い

1
9
4
8
年
�
月
、
東
京
都
電

気
試
験
所
で
「
自
動
車
整
備
機

械
工
具
実
演
展
示
会
」
と
し
て

開
催
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
発
展
で
整
備
機
器
の
需
要
の

拡
大
と
と
も
に
、
�
年
間
に
�

回
の
展
示
会
を
実
施
。
最
新
の

技
術
に
対
応
す
る
機
器
や
工
具

類
へ
の
関
心
と
展
示
会
の
期
待

が
高
ま
り
、�
年
に
現
在
の「
オ

ー
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ
ー
」
に
名

称
を
変
更
し
、
整
備
業
界
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
す

る
。
整
備
機
器
の
展
示
や
実
演

に
加
え
、
経
営
者
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
も
併
催
し
、
整
備
工
場
の

技
術
、
経
営
の
両
面
で
寄
与
す

る
。�

回
目
と
な
る
今
回
は
	
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
り
、

会
場
を
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
青

海
展
示
棟
に
移
す
。
開
催
曜
日

は
前
回
と
同
じ
く
木
・
金
・
土

と
し
、
来
場
者
数
の
拡
大
を
目

指
す
。

【【
正正
会会
員員
】】

アア
ベベ
テテ
ッッ
クク（（
株株
））

（（
株株
））アア
ムム
テテ
ッッ
クク
スス

（（
株株
））アア
ルル
テテ
ィィ
アア

安安
全全
自自
動動
車車（（
株株
））

（（
株株
））イイ
ヤヤ
ササ
カカ

興興
和和
精精
機機（（
株株
））

嵯嵯
峨峨
電電
機機
工工
業業（（
株株
））

（（
株株
））ササ
ンン
ココ
ーー

（（
株株
））ダダ
イイ
イイ
チチ

東東
洋洋
テテ
ッッ
クク（（
株株
））

日日
平平
機機
器器（（
株株
））

（（
株株
））ババ
ンン
ザザ
イイ

ヤヤ
ママ
トト
自自
動動
車車（（
株株
））

（（
株株
））ユユ
ーー
ココ
ーー
・・
ココ
ーー
ポポ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン

（（
株株
））ロロ
ーー
ンン
チチ
オオ
ーー
トト
ママ
ーー
ケケ
テテ
ィィ
ンン
ググ

【【
特特
別別
会会
員員
】】

（（
株株
））阿阿
部部
商商
会会

（（
株株
））いい
すす
ゞゞ
テテ
クク
ノノ

（（
株株
））イイ
ンン
タタ
ーー
ササ
ポポ
ーー
トト

（（
株株
））エエ
ムム
エエ
スス
ジジ
ャャ
パパ
ンン
ササ
ーー
ビビ
スス

大大
塚塚
メメ
カカ
トト
ロロ
ニニ
クク
スス（（
株株
））

三三
栄栄
電電
子子
機機
器器（（
株株
））

新新
明明
工工
業業（（
株株
））

スス
ナナ
ッッ
ププ
オオ
ンン
・・
ツツ
ーー
ルル
ズズ（（
株株
））

（（
株株
））スス
ピピ
ーー
デデ
ィィ

（（
株株
））ツツ
ーー
ルル
ププ
ララ
ネネ
ッッ
トト

（（
株株
））司司
測測
研研

（（
株株
））日日
立立
オオ
ーー
トト
パパ
ーー
ツツ
＆＆
ササ
ーー
ビビ
スス

ボボ
ッッ
シシ
ュュ（（
株株
））

（（
株株
））ママ
ツツ
キキ

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人

第36回オートサービスショー2019
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

今今
回回
はは
青青
海海
展展
示示
棟棟

日日
本本
自自
動動
車車
機機
械械
工工
具具
協協
会会

日日
本本
自自
動動
車車
機機
械械
工工
具具
協協
会会

会会
員員
各各
社社

会会
員員
各各
社社

テテーーママはは「「次次世世代代へへ 変変わわるるククルルママとと自自動動車車整整備備」」

新たな会場で開催
５月16日（木）～18日（土）

2019年１月ジァシアガイド（1）



ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
の
折
損
な

ど
に
よ
る
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事

故
件
数
が
近
年
増
加
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た
2
0
1

7
年
度
の
車
輪
脱
落
事
故
件
数
は

前
年
度
比
�
件
増
の
�
件
で
、
2

年
連
続
で
増
加
し
た
。
う
ち
、
人

身
事
故
は
2
件
だ
っ
た
。
特
に
集

中
す
る
の
は
冬
期
（
�
〜
3
月
）

で
�
件
も
発
生
し
、
全
体
の
8
割

を
超
え
た
。
国
交
省
は
昨
年
4

月
、「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防

止
対
策
に
係
わ
る
連
絡
会
」
で
従

来
の
取
り
組
み
に
加
え
、「
緊
急
対

策
」
を
実
施
。
同
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
日
本
自
動
車
機
械
工
具
協

会
（
柳
田
昌
宏
会
長
）
は
タ
イ
ヤ

脱
着
作
業
に
使
用
す
る
器
具
な
ど

を
販
売
す
る
際
、
正
し
い
使
用
方

法
を
購
入
者
へ
説
明
す
る
な
ど
、

会
員
企
業
と
と
も
に
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

車
輪
脱
落
の
事
故
発
生
状
況
を

み
る
と
、
車
輪
脱
着
作
業
後
1
カ

月
以
内
に
発
生
し
た
脱
落
事
故
が

�
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
2
カ

月
以
内
が
�
件
、
3
カ
月
以
内
が

�
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
脱

輪
の
直
前
に
行
っ
た
タ
イ
ヤ
の
脱

着
作
業
の
�
件
中
�
件
が
「
タ
イ

ヤ
交
換
」
で
、
タ
イ
ヤ
交
換
を
実

施
し
た
月
は
�
月
が
	
件
と
群
を

抜
く
。
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
実
施
者

は「
大
型
車
ユ
ー
ザ
ー
」が


件
、

「
タ
イ
ヤ
業
者
」
が
	
件
、「
整
備

工
場
」
が
�
件
と
続
く
。
主
な
事

故
発
生
推
定
原
因
で
は
「
作
業
ミ

ス
」
が
�
％
と
大
半
を
占
め
る
。

こ
の
う
ち
、「
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト

の
締
め
付
け
不
良
」
は


件
、「
タ

イ
ヤ
交
換
後
の
増
し
締
め
未
実

施
」
が
�
件
、「
日
常
点
検
時
の
確

認
不
足
」
が
5
件
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
を
防

止
す
る
に
は
、
タ
イ
ヤ
交
換
時
の

適
切
な
作
業
の
実
施
や
規
定
ト
ル

ク
で
の
締
め
付
け
、
一
定
距
離
走

行
後
の
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
増

し
締
め
な
ど
を
確
実
に
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
ホ
イ
ー
ル
ボ
ル

ト
・
ナ
ッ
ト
の
日
常
点
検
や
ホ
イ

ー
ル
に
適
合
し
た
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ

ト
の
使
用
な
ど
の
徹
底
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
タ
イ
ヤ
脱
着

作
業
に
用
い
る
器
具
を
正
し
く
使

用
す
る
こ
と
も
事
故
を
防
ぐ
上
で

不
可
欠
な
要
素
の
一
つ
。
例
え

ば
、
タ
イ
ヤ
の
亀
裂
や
劣
化
な
ど

を
要
因
と
す
る
タ
イ
ヤ
破
裂
事
故

の
発
生
も
考
え
ら
れ
る
。
タ
イ
ヤ

の
空
気
充
て
ん
に
お
け
る
破
裂
に

よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
タ

イ
ヤ
ゲ
ー
ジ
を
使
用
し
て
の
作
業

も
重
要
な
対
策
と
な
る
。
機
工
協

は
緊
急
対
策
を
通
じ
て
、
正
し
い

器
具
の
使
用
方
法
を
浸
透
さ
せ
、

安
全
で
安
心
な
交
通
社
会
の
実
現

に
ま
い
進
す
る
。

国
交
省
は
昨
年
�
月
、
大
型
車

の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
類
の
点
検
を
義

務
化
し
た
。
�
年
�
月
に
岡
山
県

の
中
国
自
動
車
道
で
発
生
し
た
ス

ペ
ア
タ
イ
ヤ
に
起
因
す
る
死
亡
事

故
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

道
路
運
送
車
両
法
に
基
づ
く
自
動

車
点
検
基
準
（
省
令
）
や
自
動
車

の
点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
手
引

き
（
告
示
）
を
改
正
。
ス
ペ
ア
タ

イ
ヤ
の
ほ
か
、
車
輪
止
め
や
ロ
ー

プ
、
シ
ー
ト
な
ど
を
入
れ
る
ツ
ー

ル
ボ
ッ
ク
ス
（
工
具
箱
）
な
ど
を

点
検
対
象
と
し
、
3
カ
月
ご
と
に

行
う
点
検
項
目
に
加
え
た
。

具
体
的
に
は
（
1
）
ス
ペ
ア
タ

イ
ヤ
取
付
装
置
の
緩
み
、
ガ
タ
及

び
損
傷
（
2
）
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の

取
り
付
け
状
態
（
3
）
ツ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
の
取
り
付
け
部
の
緩
み
及

び
損
傷
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
の
取
付
装
置
や
ツ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス
の
取
付
部
の
損
傷
は
、

冬
場
に
散
布
さ
れ
る
凍
結
防
止
剤

に
よ
る
腐
食
が
原
因
で
発
生
す
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
冬
期
は

車
輪
脱
落
だ
け
で
な
く
、
車
体
腐

食
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
起
因
と
す

る
交
通
事
故
や
車
両
火
災
な
ど
が

発
生
し
や
す
い
。
こ
れ
ら
の
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
は
地
道
な
定

期
点
検
と
整
備
、
車
体
の
洗
浄
な

ど
が
一
層
重
要
と
な
る
。

2
0
2
4
年
に
開
始
予
定
の

車
載
式
故
障
診
断
装
置
（
Ｏ
Ｂ

Ｄ
）
車
検
の
仕
組
み
や
関
連
機

器
の
定
義
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
法
定
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
で

取
得
し
た
車
両
情
報
を
残
さ

ず
、自
動
車
技
術
総
合
機
構（
柳

川
久
治
理
事
長
）
の
サ
ー
バ
ー

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
合

否
判
定
を
自
動
で
行
う
こ
と
に

し
た
。

国
土
交
通
省
は
「
第
6
回
Ｏ

Ｂ
Ｄ
を
活
用
し
た
自
動
車
検
査

手
法
の
あ
り
方
検
討
会
」
で
Ｏ

Ｂ
Ｄ
車
検
の
仕
組
み
な
ど
を
示

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
法
定
ス
キ

ャ
ン
ツ
ー
ル
に
車
検
の
合
否
判

定
に
用
い
る「
特
定
Ｄ
Ｔ
Ｃ（
故

障
コ
ー
ド
）情
報
」を
格
納
し
、

合
否
を
判
断
す
る
仕
組
み
を
想

定
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
方

式
だ
と
特
定
Ｄ
Ｔ
Ｃ
の
更
新
な

ど
を
把
握
し
に
く
く
、
不
正
リ

ス
ク
も
残
る
。
こ
の
た
め
、
機

構
が
軽
自
動
車
も
含
め
た
特
定

Ｄ
Ｔ
Ｃ
情
報
を
一
元
的
に
管
理

し
、
車
両
デ
ー
タ
を
読
み
取
っ

た
法
定
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
が
ア

プ
リ
を
経
由
し
て
機
構
の
サ
ー

バ
ー
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

で
、
合
否
判
定
を
自
動
で
行
う

方
法
を
採
用
す
る
方
向
に
な
っ

た
。指

定
・
認
証
整
備
工
場
が
用

い
る
法
定
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
に

つ
い
て
は
「
既
存
の
ス
キ
ャ
ン

ツ
ー
ル
を
可
能
な
限
り
使
用
す

る
」（
自
動
車
局
整
備
課
）
方

針
。
具
体
的
に
は
（
1
）
車
両

と
通
信
可
能（
2
）「
特
定
Ｄ
Ｔ

Ｃ
照
会
ア
プ
リ
」
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
す
る
（
3
）
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
サ
ー
バ
ー
に
接
続

が
可
能
―
の
3
点
を
要
件
と

し
、
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
た
汎
用
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
や

パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
を
想
定
す
る
。

一
方
、
特
定
Ｄ
Ｔ
Ｃ
照
会
ア

プ
リ
は
機
構
が
開
発
・
管
理
す

る
。
整
備
工
場
は
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
経
由
し
て
無

料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
行
う
。
機
構
や
軽
検

協
の
検
査
場
で
は
専
用
機
器
を

使
う
予
定
だ
。
国
交
省
は
今

後
、
専
門
家
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
）
で
の
議
論
も
踏

ま
え
た
上
で
、
検
討
会
を
�
年

度
内
に
2
回
開
く
予
定
。
第
7

回
検
討
会
で
最
終
と
り
ま
と
め

案
を
示
し
、
第
8
回
検
討
会
で

最
終
と
り
ま
と
め
に
こ
ぎ
つ
け

た
い
考
え
だ
。

Ｏ
Ｂ
Ｄ
車
検
は
�
年
に
開
始

の
予
定
。
対
象
車
種
は
	
年
以

降
の
新
型
車
（
乗
用
車
・
バ
ス

・
ト
ラ
ッ
ク
）
で
、
検
査
対
象

と
な
る
装
置
は
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク

ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｂ

Ｓ
）
や
横
滑
り
防
止
装
置
（
Ｅ

Ｓ
Ｃ
）、ブ
レ
ー
キ
ア
シ
ス
ト
な

ど
。
自
動
運
転
関
係
で
は
自
動

車
線
変
更
や
自
動
駐
車
装
置
な

ど
が
対
象
と
な
る
。
乗
用
車
の

緊
急
自
動
ブ
レ
ー
キ
は
、
道
路

運
送
車
両
法
に
基
づ
く
保
安
基

準
を
導
入
す
る
ま
で
適
用
を
見

合
わ
せ
る
方
針
が
決
ま
っ
て
い

る
。こ

の
た
め
、
整
備
に
お
い

て
、
先
進
安
全
装
置
の
カ
メ
ラ

や
レ
ー
ダ
ー
な
ど
の
エ
ー
ミ
ン

グ
（
機
能
調
整
）
を
行
い
、
ス

キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
を
用
い
て
の
キ

ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
校
正
）

な
ど
が
必
要
と
な
る
。
キ
ャ
リ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
未
実
施
を
示

す
Ｄ
Ｔ
Ｃ
は
「
装
置
が
適
切
に

機
能
し
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
」
と
し
、
合
否

判
定
に
用
い
る
「
特
定
Ｄ
Ｔ

Ｃ
」
に
該
当
す
る
か
ら
だ
。
キ

ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
未
実

施
車
の
車
検
は
不
合
格
と
な

る
。Ｏ

Ｂ
Ｄ
車
検
の
定
義
や
仕
組

み
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、

整
備
事
業
者
も
変
化
が
生
じ
て

い
る
。
�
年
度
の
ス
キ
ャ
ン
ツ

ー
ル
補
助
金
は
例
年
の
2
倍
の

ペ
ー
ス
で
予
算
を
消
化
。
公
募

終
了
日
よ
り
1
カ
月
半
以
上
も

早
く
、
予
算
が
底
に
つ
く
な

ど
、
今
ま
で
に
な
い
動
き
を
み

せ
た
。
�
年
度
か
ら
板
金
塗
装

（
Ｂ
Ｐ
）
工
場
や
自
動
車
用
品

店
を
補
助
対
象
に
加
え
る
な
ど

の
要
件
緩
和
が
あ
っ
た
と
は
い

え
、
Ｏ
Ｂ
Ｄ
車
検
が
ス
キ
ャ
ン

ツ
ー
ル
の
導
入
意
欲
を
高
め
て

い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
の
は

間
違
い
な
い
。

緊
急
対
策

機
工
協
も
取
り
組
み

冬季に集中
全体の８割

仕組みや関連機器の定義明らかに

合
否
判
定
情
報
は
機
構
が
管
理

大大型型車車のの脱脱輪輪事事故故増増加加

Ｏ
Ｂ
Ｄ
車
検

（2）ジァシアガイド



日
本
自
動
車
機
械
工
具
協
会
（
柳
田
昌
宏
会
長
）
に
よ
る
と
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
及
び

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
係
る
生
産
性
向
上
要
件
証
明
書
の
発
行
件
数
は
、
2
0
1
8
年
1
〜

�
月
の
累
計
で
2
1
6
6
件
に
達
し
た
。
2
0
1
7
年
（
1
〜
�
月
）
の
発
行
件
数
を
す
で
に
1

6
0
件
も
上
回
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
が
今
年
3
月
末
に
終
了
す
る
こ
と
に
加

え
、生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の
施
行
も
あ
っ
て
、証
明
書
の
発
行
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
小
企
業
経
営
強
化
法
は
政

府
に
よ
る
中
小
企
業
者
向
け
の

経
営
支
援
策
の
一
環
と
し
て
進

め
ら
れ
た
が
、
今
年
3
月
末
で

終
了
す
る
。
同
法
の
認
定
を
受

け
る
に
は
事
業
分
野
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
「
経
営
力
向
上
計

画
」
の
申
請
が
必
要
だ
。
昨
年

6
月
に
施
行
さ
れ
た
「
生
産
性

向
上
特
別
措
置
法
」
は
�
年
度

ま
で
の
時
限
法
。
老
朽
化
が
進

む
中
小
企
業
者
の
設
備
を
生
産

性
の
高
い
設
備
に
一
新
す
る
こ

と
で
、
事
業
者
自
身
の
労
働
生

産
性
の
向
上
を
図
る
の
が
狙
い

だ
。
先
端
設
備
等
に
係
る
3
つ

の
要
件
を
満
た
し
、
先
端
設
備

導
入
計
画
の
認
定
を
市
区
町
村

か
ら
受
け
た
場
合
、
固
定
資
産

税
の
特
例
な
ど
を
受
け
ら
れ

る
。生

産
性
向
上
要
件
証
明
書
の

発
行
件
数
の
内
訳
は
、
機
械
装

置
（
自
動
車
整
備
業
用
設
備
）

が
1
5
6
6
件
、器
具
備
品（
測

定
機
器
）
が
6
0
0
件
。
器
具

備
品
の
発
行
件
数
の
伸
び
が
目

立
ち
、
�
年
1
年
間
の
件
数
を

2
4
5
件
も
上
回
っ
て
い
る
。

機
械
装
置
の
機
器
別
で
み
る

と
「
自
動
（
門
型
）
洗
車
機
」

が
6
2
6
件
、「
リ
フ
ト
」
が
5

7
2
件
と
群
を
抜
く
。
次
い

で
、「
塗
装
乾
燥
ブ
ー
ス
」
は
�

件
、「
フ
レ
ー
ム
修
正
機
」
が
�

件
、「
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
」

と
「
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
機
」
が
と

も
に
�
件
と
続
く
。
塗
装
乾
燥

ブ
ー
ス
は
前
年
よ
り
	
件
も
増

え
、
暦
年
で
1
0
0
件
を
突
破

し
そ
う
な
勢
い
だ
。
フ
レ
ー
ム

修
正
機
は
�
年
1
〜
�
月
の



件
か
ら
約
2
・
5
倍
、
ス
ポ
ッ

ト
溶
接
機
も
同
じ
く
�
件
か
ら

ほ
ぼ
倍
増
。
車
両
構
造
の
変
化

に
伴
い
新
た
な
整
備
機
器
を
導

入
す
る
動
き
が
発
行
件
数
に
表

れ
て
い
る
。

器
具
備
品
で
は
、「
自
動
車
検

査
用
機
器
」
が
3
3
3
件
と
最

も
多
く
、
�
年
1
〜
�
月
の
件

数
を
�
件
も
超
え
て
い
る
。
次

い
で
、「
三
次
元
車
両
計
測
装

置
」
が


件
、「
ホ
イ
ー
ル
ア
ラ

イ
メ
ン
ト
」
が
�
件
。
両
方
と

も
Ａ
Ｓ
Ｖ
の
点
検
や
キ
ャ
リ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
校
正
）
に
不
可

欠
な
整
備
機
器
で
あ
り
、
事
業

者
に
安
全
な
整
備
を
行
う
う
え

で
必
要
と
見
な
さ
れ
、
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
。

日
本
自
動
車
機
械
工
具
協
会

（
柳
田
昌
宏
会
長
）
は
、
自
動
車

整
備
用
リ
フ
ト
の
使
用
に
伴
う
人

身
事
故
や
物
損
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
リ
フ
ト
の
適
正
使
用
や
保

守
点
検
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

故
防
止
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
柱
と
な
る
の
が
機
工
協
の

「
リ
フ
ト
点
検
資
格
者
認
定
制

度
」
だ
。

リ
フ
ト
の
使
用
に
伴
う
事
故
原

因
を
分
析
す
る
と
、リ
フ
ト
の「
点

検
不
履
行
」と「
取
り
扱
い
ミ
ス
」

に
よ
る
も
の
が
全
体
の
約
9
割
を

占
め
る
。
リ
フ
ト
点
検
資
格
者
認

定
制
度
は
、
点
検
資
格
者
が
整
備

工
場
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
リ
フ
ト

を
定
期
的
に
点
検
し
、
点
検
の
不

備
や
点
検
の
不
履
行
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
こ
と
な
ど
を
目
的
に
創
設

さ
れ
た
。
リ
フ
ト
を
点
検
す
る
際

に
適
正
な
使
用
方
法
な
ど
を
指
導

す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
取
り

扱
い
ミ
ス
に
よ
る
事
故
の
防
止
に

も
つ
な
げ
る
。
認
定
制
度
の
創
設

に
合
わ
せ
、
専
用
の
テ
キ
ス
ト
を

作
成
し
、
内
容
は
随
時
改
定
し
て

い
る
。

認
定
資
格
の
取
得
に
は
機
工
協

が
定
め
る
学
科
、
実
技
の
両
方
で

各
6
時
間
の
教
習
を
受
講
す
る
こ

と
が
条
件
。
教
習
の
受
講
を
報
告

し
た
後
、
認
定
試
験
を
受
検
し
、

資
格
を
取
得
で
き
る
。
資
格
の
有

効
期
限
は
5
年
。
更
新
の
際
は
研

修
が
必
要
で
あ
り
、
研
修
の
報
告

と
内
容
確
認
を
経
て
、
認
定
証
を

更
新
す
る
仕
組
み
だ
。
2
0
0
7

年
度
に
始
ま
っ
た
同
制
度
の
点
検

資
格
者
は
�
年
度
時
点
で
延
べ
9

3
4
人
。
認
定
試
験
は
毎
年
�
月

に
実
施
さ
れ
、
�
年
度
は
�
人
が

受
検
し
た
。

点
検
資
格
者
に
よ

る
リ
フ
ト
の
点
検
実

施
台
数
は
�
年
度
に

2
万
台
を
超
え
、
�

年
度
は
過
去
最
高
の

2
万
2
7
0
5
件
に

達
し
て
い
る
。
機
工

協
と
会
員
企
業
の
努

力
に
よ
り
、
安
全
な

作
業
環
境
を
構
築
す

る
た
め
、
点
検
資
格

者
に
よ
る
リ
フ
ト
の

点
検
と
正
し
い
使
い

方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
整
備
士
の
安
全

作
業
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
不
可
欠
と
の

考
え
が
整
備
業
界
で

着
実
に
広
が
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
リ
フ
ト
の
安
全
確

保
に
加
え
、
工
場
の
稼
働
を
止
め

ず
に
安
定
し
た
作
業
を
行
う
観
点

か
ら
も
リ
フ
ト
の
点
検
は
有
効
な

手
段
と
い
え
る
。

リ
フ
ト
点
検
の
不
備
や

不
履
行
に
よ
る
事
故
を
防
止

証
明
書
の
発
行
2166
件

中中小小企企業業等等経経営営強強化化法法及及びび生生産産性性向向上上特特別別措措置置法法

機機
工工
協協

18
年
1
〜
10
月

機機工工協協のの「「リリフフトト点点検検資資格格者者制制度度」」

車
両
構
造
変
化
に
伴
い
増
加

�年度の認定試験は東京など
全国9カ所で開催された

ジァシアガイド（3）



日本自動車機械工具協会（柳田昌宏会長）は、自然
災害で被災した整備工場の整備機器の使用に関する安
全確認を呼びかけている。安全確認を怠ることで、機
器の破損や重大な事故につながる危険性があるから
だ。機工協は被災後に整備機器を初めて使用する場合

の注意事項やリフトをはじめとする整備機器の始業点
検の実施などをまとめ、注意喚起を図っている。事業
を再開するにあたり、安全確認のための点検を必ず実
施することで、作業現場における2次災害の防止に努
めていく。

日
本
自
動
車
機
械
工
具
協
会
（
柳
田

昌
宏
会
長
）
は
、「
平
成
30
年
7
月
豪

雨
」
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
整
備
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
自
動
車

整
備
振
興
会
連
合
会
（
日
整
連
、
竹
林

武
一
会
長
）
を
通
じ
て
義
援
金
を
贈
呈

し
た
。

機
工
協
の
柳
田
会
長
が
日
整
連
を
訪

問
、
日
整
連
の
木
場
宣
行
専
務
理
事
に

義
援
金
を
手
渡
し
た
。
日
整
連
が
京

都
、
岡
山
、
広
島
、
愛
媛
、
福
岡
の
自

動
車
整
備
振
興
会
の
会
員
事
業
者
を
対

象
に
行
う
支
援
に
対
し
、
5
0
0
万
円

の
浄
財
を
寄
付
し
た
。

日
整
連
の
木
場
専
務
理
事
に
義
援
金
の

目
録
を
手
渡
す
柳
田
会
長

被被災災ししたた整整備備機機器器のの使使用用にに関関すするる安安全全確確認認をを呼呼びびかかけけ

整整備備事事業業者者にに義義援援金金550000万万円円
機
工
協
、日
整
連
を
通
じ

平平成成3300年年７７月月豪豪雨雨

（4）ジァシアガイド


